
縦
横
に
あ
る
展
示
物
を

避
け
な
が
ら
の
難
工
事
に
挑
む

太
陽
の
塔
の
内
部
は
単
純
な
円
筒
で
は
な

く
楕
円
が
上
部
に
向
か
っ
て
う
ね
る
よ
う
な

特
殊
形
状
で
、
し
か
も
、
枝
が
縦
横
に
伸
び

る
生
命
の
樹
と
そ
れ
に
取
り
付
い
て
い
る
展

示
物
が
あ
る
。
形
状
や
展
示
物
の
位
置
な

ど
を
正
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
足
場
を
上

部
に
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
を
駆
使
し
て

内
部
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
３
Ｄ
Ｃ

Ａ
Ｄ
で
足
場
の
計
画
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

綿
密
な
計
画
で
も
、
実
際
に
作
業
を
始
め

て
か
ら
分
か
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

「
も
っ
と
や
り
や
す
い
方
法
は
な
い
か
と
、

現
場
で
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
一つ
ず
つ
ハ
ー
ド

ル
を
乗
り
越
え
て
い
ま
す
」（
垣
内
所
長
）。

ま
さ
に
現
場
の
知
恵
を
結
集
し
て
、
来
春
の

公
開
に
向
け
た
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

１
９
７
０
年
に
開
催
さ
れ
た
日
本
万
国
博
覧
会（
大
阪

万
博
）の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の
テ
ー
マ
展
示
館
と
し
て
、

芸
術
家
の
岡
本
太
郎
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
太
陽
の
塔
。

約
半
世
紀
を
経
た
今
も
な
お
、
当
時
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

大
阪
万
博
は
約
6
カ
月
間
の
会
期
で
日
本
の
総
人
口

の
半
数
を
超
え
る
約
６
４
０
０
万
人
の
入
場
者
を
集
め

た
空
前
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
日
本
の
高
度

経
済
成
長
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
時
代
を
象
徴
す
る
レ
ガ

シ
ー
（
遺
産
）で
も
あ
る
太
陽
の
塔
を
再
生
し
、
内
部

公
開
を
す
る
た
め
の
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

当
時
を
知
る
世
代
に
と
っ
て
は
そ
の
思
い
出
が
よ
み

が
え
る
施
設
と
し
て
、
知
ら
な
い
世
代
に
は
活
力
に
あ

ふ
れ
た
当
時
の
空
気
感
を
伝
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し

て
、
公
開
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

瓶
の
中
で
船
を
組
み
立
て
る

「
ボ
ト
ル
シ
ッ
プ
」の
よ
う
な
工
事

2
0
1
8
年
3
月
に
塔
内
部
を一般
公
開

す
る
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
改
修
工
事
は
、

耐
震
補
強
後
、「
生
命
の
樹
」や「
地
底
の
太

陽
」な
ど
内
部
の
展
示
物
を
当
時
の
姿
に
再

生
す
る
。
耐
震
補
強
は
、
腕
よ
り
下
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
部
分
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
増

し
打
ち（
2
0
0
㎜
）し
、
腕
よ
り
上
の
鉄
骨

造
の
部
分
は
鉄
骨
の
櫓
を
組
ん
で
既
存
鉄
骨

と
接
合
す
る
工
法
と
な
って
い
る
。

補
強
工
事
の
た
め
、
生
命
の
樹
以
外
の
意

匠
的
な
仕
上
げ
は一旦
解
体
し
、
既
設
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
群
は
荷
重
を
軽
く
す
る
た
め
に

撤
去
し
て
、
鉄
骨
階
段
に
変
更
す
る
。
ま
た
、

塔
内
への
ア
プ
ロ
ー
チ
兼
展
示
空
間
を
、
塔
の

足
元
の
地
下
に
埋
ま
る
形
で
増
築
し
て
い
る
。

新
築
時
は
上
部
の
開
口
か
ら
ク
レ
ー
ン
で

資
材
の
荷
揚
げ
が
で
き
た
が
、
今
回
の
改
修

で
は
地
下
部
分
の
開
口
部
か
ら
取
り
込
み
、

最
大
60
ｍ
の
高
さ
ま
で
資
材
を
揚
げ
る
、
ま

る
で
ボ
ト
ル
シ
ッ
プ
の
よ
う
な
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
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1969年（昭和44年）1月着工
1970年（昭和45年）3月完成 
建設費（当時）約6億3千万円 
高さ約70メートル
腕の長さ（片腕）25m
基底部の直径20m

太陽の塔基本情報
〈1969年 建設当時〉

内
部
公
開
に
向
け
て
再
生
さ
れ
る

大
阪
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
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8
年
春
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EXPO’70シンボルマーク 大阪万博開催風景 お祭り広場のイベント風景

EXPO'70と太陽の塔

太陽の塔の内部の展示（当時）

太陽の塔

大阪万博の資料や写真、映像を展示する記念館
「EXPO’70 パビリオン」と、その展示風景。

１.生命の樹と展示物を避けながら足場が
組まれている。2.資材を荷揚げする足場
の空間。3.３Ｄスキャンと３ＤＣＡＤで計画
された足場。

太陽の塔の腕部分を内部から
見る。

新築工事となる塔内へのア
プローチ兼展示空間部分。

資材を搬入・搬
出する地下部
分の開口部。

小学生の時、1泊2日の家族旅行で大
阪万博に来たことは今も記憶に残っていま
す。太陽の塔は、将来的には世界遺産を
目指すことが構想されているように、日本が
明るい希望を持って未来に進んでいたあの
時代の空気感を唯一残しているシンボリック
な建築物です。その再生工事に携われる
ことは、大変名誉なことだと感じています。
耐震補強が終わっても、まだまだ難工事が
続きます。最後の最後まで気を引き締めて
無事竣工させ、多くの人に見ていただいて
感動してもらえるような太陽の塔になればと
思っています。

株式会社大林組

太陽の塔
改修工事事務所 所長
垣内 博さん

当時の思い出や時代感を
伝えられる建物に 12

3


